
令和 4年 10月 12日 

 

公益社団法人 応用物理学会 

北海道支部 会員各位 

 

応用物理学会北海道支部講演会のお知らせ 

 

下記講演会を開催いたしますので、多数ご参加下さいますようご案内 

申し上げます。 

 

【演題】 冷却原子でめぐる２体の共鳴、３体の共鳴、そして分子 

【講師】 井上 慎 氏 

      大阪公立大学 理学研究科・教授 

【日時】 10月 25日(火) 14:45～16:15 

【場所】 北海道大学 工学部 B棟 B31 

【主催】 応用物理学会北海道支部 

【講演要旨】 

レーザー冷却された原子でボース・アインシュタイン凝縮(BEC)が実現してか

ら早いものでもう四半世紀が経過した。その間、当初は「難しいだろう」と思

われていた実験課題が次々に解決されていったスピードには目を見張るものが

ある。本講演では特に少数多体系の物理を中心にレビューする。２体の衝突を

制御するフェッシュバッハ共鳴[1]はフェルミオンを用いた BCS-BECクロスオ

ーバーの観測などに繋がり、多大な成功を収めた。ここではフェッシュバッハ

共鳴のもう一つの側面、すなわち冷却分子の生成とその応用[2]を紹介する。

フェッシュバッハ共鳴で２体の散乱長を大きくした時に現れる特殊な３体共鳴

「エフィモフ共鳴」[3]も紹介する。 

 

[1] S. Inouye et al., Nature 392, 151 (1998). 

[2] J. Kobayashi et al., Nature Comm. 10, 3771 (2019). 

[3] T. Kraemer et al., Nature 440, 315 (2006). 
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